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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 商工会法施行65周年記念式典並びに岐阜県商工会
連合会創立65周年記念式典開催 / 秋の叙勲・褒章

3 経営者の「モヤモヤ」相談室

4 未来を応援 / マル経融資

井
之
廣
製
菓
舗

商工ニュース　読者アンケート
ご意見ご要望もこちらまで。ご協力ください。

枚
を
職
人
の
手
で
焼
き
上
げ
、
高
山
市
内

有
名
ホ
テ
ル
や
名
古
屋
の
百
貨
店
で
銘
菓

コ
ー
ナ
ー
の
手
土
産
品
や
ギ
フ
ト
と
し
て

扱
っ
て
い
た
だ
く
他
、
ネ
ッ
ト
通
販
も

行
っ
て
い
ま
す
。

全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
行
う
新
商
品

開
発
に
商
工
会
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

５
代
目
の
娘
夫
婦
の
ア
イ
デ
ア
と
地
元

の
自
家
焙
煎
珈
琲
店
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で

開
発
し
た
「
ち
ょ
こ
っ
と
珈
琲
入
り
味
噌

煎
餅
」
は
、
全
社
員
へ
の
良
い
刺
激
と
な

り
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
よ
う
に
。
そ
し

て
、
飛
騨
特
産
の
「
え
ご
ま
」
を
使
っ
た

「
ち
ょ
こ
っ
と
え
ご
ま
入
り
味
噌
煎
餅
」

な
ど
季
節
限
定
を
含
む
12
種
類
以
上
の

「IN
O
H
IRO
 SW
EET

S

」
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
「
え
ご
ま
」
に
問
題
が

発
生
。
え
ご
ま
１
㎏
選
別
す
る
作
業
に
７

人
体
制
で
４
時
間
か
か
り
、
す
べ
て
手
作

業
で
あ
る
味
噌
煎
餅
自
体
の
生
産
性
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
商
工

会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
補
助
金
を
活
用

し
た
選
別
機
導
入
の
提
案
を
受
け
、

経
営
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
現

状
分
析
や
市
場
動
向
調
査
な
ど
も

支
援
い
た
だ
き
、
令
和
６
年
度
小

規
模
事
業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
応
援

補
助
金（
岐
阜
県
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
）を
申
請
し
た
と
こ

ろ
採
択
さ
れ
、
選
別
機
の
導
入
が

叶
い
ま
し
た
。
選
別
機
は
１
㎏
の

え
ご
ま
を
わ
ず
か
10
分
で
選
別
で

き
劇
的
に
生
産
性
が
向
上
、
人
気

の
あ
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
え
ご
ま
入

り
味
噌
煎
餅
」
の
安
定
供
給
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

「IN
O

H
IRO

 SW
EETS

」
を
全
国
、

そ
し
て
世
界
へ
！

今
後
は
「
伝
統
と
革
新
の
両
立
」
を
経

営
方
針
に
掲
げ
、
主
力
商
品
で
あ
る
味
噌

煎
餅
の
品
質
を
守
り
な
が
ら
、
飛
騨
産
の

野
草
や
え
ご
ま
を
使
っ
た
若
年
層
や
女
性

に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
健
康
志
向
の
商
品
開

発
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
販
売
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
全
国
連
や
県
連
合
会
が
実
施
す
る
販

路
開
拓
事
業
を
活
用
し
て
全
国
や
海
外
へ

の
販
路
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

更
に
、
新
た
な

工
場
を
建
設
し
、

生
産
体
制
を
強

化
し
、
地
域
の

雇
用
創
出
や
産

業
振
興
に
も
つ

な
が
る
拠
点
と

位
置
づ
け
、
飛

騨
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。�

（
所
属　

古
川
町
商
工
会
）

「IN
O

H
IR

O
 SW

EET
S

」

で
飛
騨
の
魅
力
を
全
国
、

全
世
界
へ
！

飛
騨
古
川
を
代
表
す
る
銘
菓「
味
噌
煎
餅
」

当
社
は
明
治
41
年（
１
９
０
８
年
）落
雁

や
饅
頭
な
ど
を
製
造
販
売
す
る
和
菓
子
店

と
し
て
飛
騨
市
古
川
町
で
創
業
し
ま
し

た
。
朴
葉
味
噌
や
味
噌
の
天
ぷ
ら
な
ど
、

味
噌
の
コ
ク
と
味
わ
い
を
活
か
し
た
こ
の

土
地
な
ら
で
は
の
食
文
化
を
お
菓
子
と
し

て
表
現
で
き
な
い
か
と
考
案
し
た
の
が
当

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
味
噌
煎
餅
」
で
す
。

「
寒
の
水
は
腐
ら
な
い
」
と
い
う
言
い
伝

え
の
も
と
、
毎
年
正
月
明
け
の
一
番
寒
い

時
期（
寒
の
入
り
〈
１
月
６
日
こ
ろ
〉
か

ら
節
分
前
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
）に
味
噌

を
仕
込
み
ま
す
。
三
年
間
熟
成
さ
せ
た
風

味
豊
か
な
自
家
製
味
噌
を
使
い
、
一
枚
一

▪ 

有
限
会
社 

井
之
廣
製
菓
舗 

▪

　
代
表
取
締
役
社
長
　
井
之
丸 

広
幸

 

飛
騨
市
古
川
町
弐
之
町 

７

－

12

 

０
５
７
７

－

７
３

－

２
３
０
２

 

８
時
～
18
時 

日
曜
日
は
９
時
～
15
時

休 

年
末
年
始

Instagram

公式HP

▲社員の皆さんと（店舗前にて）

▲味噌煎餅バリエーション

▲自家製味噌仕込み作業 ▲味噌蔵の様子
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令
和
七
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
次
の
方
（
商

工
会
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
方
）
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

秋秋
のの

県
連
合
会
は
、
10
月
27
日
（
月
）
岐

阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
県
下
商
工

会
の
会
長
、
来
賓
等
を
含
め
約
１
９
０

名
が
出
席
し
商
工
会
法
施
行
65
周
年

記
念
式
典
並
び
に
岐
阜
県
商
工
会
連

合
会
創
立
65
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

冒
頭
坂
井
田
県
連
会
長
よ
り
、
物
価

高
や
人
手
不
足
な
ど
中
小
・
小
規
模
事

業
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
の

中
で
、
地
域
に
根
ざ
し
、
事
業
者
に
最

も
近
い
支
援
機
関
と
し
て
の
商
工
会
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
よ
り
質
の
高
い
経
営
支
援
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
商
工
会
相
互
の
連
携

強
化
と
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
に
努
め

て
い
く
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
商
工
会
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
労
者
の
方
々
に
中
部
経

済
産
業
局
長
表
彰
・
県
知
事
表
彰
・
県

議
会
議
長
表
彰
・
県
連
合
会
長
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
参
議
院
議

員
渡
辺
猛
之
氏
、
中
部
経
済
産
業
局
産

業
部
長
柳
原
和
男
氏
、
岐
阜
県
議
会
副

議
長
高
殿
尚
氏
、
全
国
商
工
会
連
合
会

長
森
義
久
氏
よ
り
来
賓
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
商
工
会
の
小
規
模
事
業
者
支
援

に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

引
き
続
き
開
催
し
た
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
万
松
青
果
株
式
会
社
代
表

取
締
役
会
長
中
路
和
宏
氏
を
迎
え
、「
経

営
理
念
で
人
財
採
用
！
年
功
序
列
・
家

族
主
義
の
青
果
仲
卸
が
躍
進
す
る
秘

密
」
と
題
し
て
、
従
業
員
の
幸
せ
を
第

一
に
考
え
た
独
自
の
組
織
戦
略
に
つ
い

て
ご
講
演
を
頂
き
、
大
変
有
意
義
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
支
援
事
例
発
表
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
優
良
賞
に
選
ば
れ
た
、

恵
那
市
恵
南
商
工
会
堀
久
美
子
経
営
指

導
員
が
経
営
支
援
の
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇
談
会
で
は
、
岐
阜

県
知
事
の
江
崎
禎
英
氏
か
ら
来
賓
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出

席
者
に
よ
る
賑
や
か
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲ 講師　中路 和宏 氏

▲ 中部経済産業局長表彰

商
工
会
法
施
行

商
工
会
法
施
行
6565
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典
並
び
に

並
び
に

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
創
立

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
創
立
6565
周
年
記
念
式
典
を
開
催

周
年
記
念
式
典
を
開
催

▲ 県連合会長挨拶

※
表
彰
の
内
訳

中
部
経
済
産
業
局
長
表
彰

　
優
良
職
員
（
1
名
）

岐
阜
県
知
事
表
彰

　
優
良
商
工
会
（
1
商
工
会
）

　
役
員
功
労
者
（
1
名
）

　
商
工
会
等
功
労
役
員
（
1
名
）

　
優
良
職
員
（
1
名
）

岐
阜
県
議
会
議
長
表
彰

　
役
員
功
労
者
（
17
名
）

　
優
良
職
員
（
5
名
）

県
連
合
会
長
表
彰

　
優
良
商
工
会
（
1
商
工
会
）

　
役
員
功
労
者
（
123
名
）

　
優
良
職
員
（
10
名
）

▲ 来賓挨拶
　　江崎県知事

旭日単光章旭日単光章

鈴村 兼利氏

白川町商工会元副会長
（環境衛生功労）

瑞宝双光章瑞宝双光章

佐伯 正己氏

川辺町商工会総代
（消防功労）

旭日単光章旭日単光章 旭日双光章旭日双光章

岡田 文雄氏

笠松町商工会元理事
（地方自治功労）

長瀬 幸泰氏

関市西商工会会員
（中小企業振興功労）
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「財を残すは下、事業を残すは中、人を残すは
上なり」という後藤新平の言葉があります。上下
はともかく、事業承継は「財・事業・人」の全て
を次世代へつなぐハイレベルな営みであり、経営
者の「器量」が問われるテーマです。ところが実
際には、個人の財やプライドへの執着による失敗
例が少なくありません。その根底には「事業承継
＝引退」という強い認識があるからだと思います。

●個人の財やプライドへの執着により会社が弱体化
ある製造業の２代目社長は、リーマンショック
後の多額の赤字・借入に耐えきれず突然退任しま
した。そして保険の解約返戻金3, 000万円を個人
の退職金に充てたため、業績と資金繰りがさらに
悪化してしまいました。
後を継いだ３代目社長はなんとか事業継続して
はいましたが、ほぼ出社せず・出社しても社員に
社長風を吹かせるだけの２代目が社員平均給与の
1. 5倍の報酬（社長交代時に株式移転しなかった
ため２代目は強気）をもらっていました。それを
見た社員は優秀な方から続々と辞めていき組織が
弱体化。さらには数年後に２代目から「株を買い
取れ！」と迫られました。
３代目社長は個人資産から2, 500万円（２代目
の言い値）を支払い、ようやく承継が完了しまし
た。個人の財としては成功しましたが数年後、２
代目は精神疾患⇒一家離散⇒孤独に病没。
当時、私は保険のみの関与でしたが、２代目は
営業に、３代目は製造に強みを持っているなーと

思っていました。事業承継を進めつつ協力すれ
ば、２代目が営業拡大・営業チーム育成に活躍し
て回復・飛躍できたのに…。

●�外部を活用した事業承継計画の策定・実行により
　飛躍へ
先の例では社長の器量だけでなく、実は後継者
の知識不足も問題となることがわかります。こう
した事態を防ぐには、外部専門家や支援機関の活
用が有効です。
ある製造業の専務（当時）は「社長の息子だから
会社を継ぐのは社員に失礼」と最初は社外に出ま
したが、改めて真摯に働く両親の姿を見て「この
会社を残したい！」と入社。創業社長の父は、株
価ゼロの段階から株式移転を進める等、承継準備
を着々と進めていきました。しかし専務は「社員
に受け入れられるのか？」との不安が消えず、信
用保証協会・商工会を通じて事業承継・引継ぎ支
援センターに相談しました。
その担当者となったのが私ですが、税務・法務
等基礎知識を提供し、信用保証協会や税理士等と
協力しつつ、技術・顧客・事業用不動産・金融機
関との関係等を引き継ぐ「事業承継計画」を策定
し、承継後の経営方針を社員に共有する「経営指
針発表会」を実施しました。専務が発表し終えた
瞬間、社員から「専務がいつも頑張っているのは
知っている。ちゃんとついていく！」という温か
い声が上がり、社内の結束が深まりました。
社長交代後も父は現場に立って仕事・指導・事
業展開の話し合いを楽しく続け、穏やかに亡くな
りました。会社はコロナ禍を力強く乗り越えて飛
躍へと新規投資もしています。
事業承継は単なる社長交代ではなく、会社の未

来を描く戦略的プロジェクトです。特別保証や特
例税制等、支援制度も充実してきています。事業
承継を「引退」と捉えて財やプライドを手放せず
に混乱を招くより「飛躍への準備」と捉えて、商工
会と共に第一歩を踏み出してはいかがでしょうか？
次回は【「コロナ融資」どうしたら？】です。
お楽しみに！

第８回
「事業承継＝引退」ではない

事業承継計画でさらなる飛躍へ
事業承継・引継ぎ支援センター、特別保証、特例税制

経営者の
「モヤモヤ」相談室

藤井先生には、全12回シリーズで会員
事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。

株式会社ＡＣＣ
中小企業診断士　藤井 健太郎
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この商工ニュースは
県の補助金を受けています。

岐阜市薮田南5丁目14の53 OKBふれあい会館9F

https://www.gifushoko.or.jp/

担保不要 保証人不要 低金利：2.00％（令和7年11月1日現在）

■ 創業時の課題
2022年に瑞穂市で創業された女性専用プライベー

トサロン「Ichise」は、筋膜リリースを中心とした施
術を提供するエステサロンです。創業者は長年美容業
界に従事し、専門学校で技術を習得。高い専門性を活
かして独立されましたが、創業当初はコロナ禍の影響
もあり、来店客が友人等に限定され、収益が伸び悩む
状況でした。

■ 商工会との関わり・支援
　 ～新たな施術の導入と販路開拓～

このような現状を打破したいとの思いから商工会を
訪ねられ、伴走支援が始まりました。経営状況のヒア
リングを通じて、他店との差別化と販路拡大が課題と
判断。創業者が導入を検討していた微弱電流施術機
器「KBフィンガーEビューティー」について、タイミ
ングよく「令和5年国の第15回小規模事業者持続化補
助金〈一般型〉」の公募期間と重なっていたため、補
助金活用による導入を提案しました。支援にあたって
は、複数回の打ち合わせと定期巡回を行い、顧客ニー
ズや市場動向、サロンの強み・弱み、今後の売上目標
などを整理。事業者と経営方針を明確化したうえで、

事業計画書の策定支援を実施しました。補助金採択後
は機器導入により施術効果が向上。「体が軽くなった」
「凝りが取れた」といった顧客の声が増え、短時間の
施術でも高い満足度が得られることができ、来店客数
の増加に繋げることができました。その後はSNS（イ
ンスタ）を活用した広告宣伝も提案支援し、更なる新
規顧客の獲得にも成功しました。

■ 今後に向けて
現在は、電流施術を加えた「体トリートメント」に

より、健康・美容・ダイエットを包括する “トータル
リラクゼーション” を提案できる体制が整い、更なる
持続的発展が期待されます。創業からの支援を通じ
て、事業者の強みを引き出し、補助金制度の活用と情
報発信の両面から持続可能な成長に寄与することがで
きました。今後も、事業者の挑戦に寄り添いながら、
実効性ある支援を継続していきます。
� （瑞穂市商工会）

「IN
O

H
IRO

 SW
EETS

」
を
全
国
、

そ
し
て
世
界
へ
！

今
後
は
「
伝
統
と
革
新
の
両
立
」
を
経

営
方
針
に
掲
げ
、
主
力
商
品
で
あ
る
味
噌

煎
餅
の
品
質
を
守
り
な
が
ら
、
飛
騨
産
の

野
草
や
え
ご
ま
を
使
っ
た
若
年
層
や
女
性

に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
健
康
志
向
の
商
品
開

発
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
販
売
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
全
国
連
や
県
連
合
会
が
実
施
す
る
販

路
開
拓
事
業
を
活
用
し
て
全
国
や
海
外
へ

の
販
路
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

更
に
、
新
た
な

工
場
を
建
設
し
、

生
産
体
制
を
強

化
し
、
地
域
の

雇
用
創
出
や
産

業
振
興
に
も
つ

な
が
る
拠
点
と

位
置
づ
け
、
飛

騨
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。�

（
所
属　

古
川
町
商
工
会
）

Ｉｃｈｉｓｅ
 瑞穂市稲里385-1
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Instagram サロンHP
ＫＢフィンガーＥビューティーを使用、電流の帯びた手による施術

小規模事業者のための マ ル 経 融 資  をご活用ください！
マル経融資３３つの特徴

融資希望の方は、加入（最寄りの）商工会までお問い合わせください。（年末年始の事業資金対応の際はお早めにご相談ください）

主な要件
・�最近１年以上、同一商工会の地区内で事業を行っている
商工業者
・�商工会の経営指導を受けていること（原則６カ月以上）
・�所得税、法人税、事業税等を原則としてすべて完納して
いること

※融資機関の審査等により、ご希望に添えない場合がございます。

融資制度詳細
融資対象 　常時使用する従業員が
　　　　　　  5人以下（商業・サービス業）※宿泊業・娯楽業は20人以下
　　　　　　20人以下（製造業・その他）
融 資 額 　2,000万円以内　　 資金使途 　運転資金・設備資金
返済期間 　10年以内（うち据置期間２年以内）
融資機関 　日本政策金融公庫

創業×差別化戦略
“トータルリラクゼーション” への道

未来を応援

Ｉｃｈｉｓｅ

施術室

筋膜リリース


